
執筆者紹介：１）中村学園大学教育学部　　２）中村学園大学短期大学部幼児保育学科
別刷請求先：吉松遊佳　〒814-0198 福岡市城南区別府5-7-1　E-mail：yuka@nakamura-u.ac.jp

１．はじめに

　2015年中教審答申「これからの学校教育を担う教員の
資質能力の向上について」１）において、教員の質向上
への方向性が示され、2017年に小学校学習指導要領２）、
幼稚園教育要領３）、保育所保育指針４）、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領５）が改訂された。養成機関に
おいては、これらを踏まえ、より質の高い教職課程の編
成が求められている。中村学園大学、中村学園大学短期
大学部（以降、本学と表記）音楽部門では、これまで小
学校教諭や保育者に必要な音楽技能を身に付けるため、
授業においてピアノや歌唱の個別指導を行っており、「中
村学園の学生は音楽の指導技術を身に付けて現場に来て
いる」という声を実習先から頂くなど、技能の力量を保
つよう養成してきた。しかし近年、義務教育の授業以外
に音楽経験がない学生（本稿では、楽器や歌の専門教
育、音楽系の課外活動経験がない者を示す。以降、音楽
未経験者と表記）の割合が増え続け、指導時間の確保等
の問題が生じてきた。そこで、これまでの力量を保ちつ
つ、新要領を踏まえた授業内容について検討するため、
２つの調査を実施し、分析を行った。まず、教員・保育
者養成課程を有する大学・短期大学のカリキュラムにお
いて設置されている音楽関連科目について2020年に調査
を行った。その結果、本学と同程度規模の大学に設置さ
れている音楽科目数は平均8.1、短期大学では7.2である
こと、更に、幼稚園教諭・保育士資格に関する科目につ
いては、大学よりも短期大学の方がやや多く設置されて
いることが分かった６）。また、2021年に行った本学卒業

生へのアンケート調査（以降、卒業生アンケートと表記）
から、教育・保育の現場において音楽技能（鍵盤楽器演
奏・歌唱）実施の割合は高いことが確認された。特に保
育者における音楽技能の実施状況は高く、日課として
行っている者が多いという現状が明らかになった７）。し
かし、現在の学生が修得した音楽技能と求められている
音楽技能の差異を把握するまでには至っていない。また、
カリキュラム再編に対応して検討することが重要である
と考える。
　そこで本稿では、在籍学生における音楽技能の現状を
把握・分析するとともに、教育・保育の現場に求められ
る音楽技能および他大学音楽科目の授業の傾向につい
て、前述の２つの調査データを基に更なる分析・検討を
行い、在学時に修得が望まれる音楽に関する知識・技能
について明らかにすることを目的とする。また、それら
を基に、新カリキュラムにおける本学の音楽科目の方向
性を明確にしたいと考える。

２．音楽科目受講生における音楽技能の現状

⑴　歌唱
①　教育学部
　本学教育学部では、小学校教諭、幼稚園教諭及び保育
士として必要な歌唱の技能を修得させるために、１年次
前学期「歌唱基礎」（基礎科目）、後学期「音楽Ⅰ歌唱」
（基礎科目）、２年次前学期「音楽Ⅱ歌唱」（応用科目）、
３年次前学期「声楽」（応用科目）を設置している（2022
年度現在）。
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